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★
「
争
い
は
末
節
な
り
」
と
は
史
記
の
中

の
有
名
な
言
葉
で
、
人
生
の
根
本
は
争
わ
な

い
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
い
う
こ
と
だ
そ

う
で
あ
る
。
私
が
最
初
仕
え
た
前
尾
繁
三
郎

先
生
が
よ
く
口
に
し
た
。
宏
池
会
の
会
長
と

し
て
総
裁
選
挙
に
出
馬
す
べ
き
だ
と
周
囲
か
ら
促
さ
れ

て
も
な
か
な
か
腰
を
上
げ
な
か
っ
た
が
、
昭
和
43
年
11

月
の
総
裁
選
挙
に
出
馬
し
、
佐
藤
栄
作
氏
、
三
木
武
夫

氏
と
3
人
で
争
っ
た
。
★
一
方
、
弱
小
派
閥
を
率
い
て
、

万
年
反
主
流
的
立
場
で
あ
っ
た
三
木
武
夫
氏
は
「
男
は

一
度
勝
負
す
る
」
と
勝
算
の
な
い
総
裁
選
挙
に
出
馬
し
、

大
方
の
予
想
を
裏
切
っ
て
、
主
流
派
宏
池
会
の
会
長
で
あ

る
前
尾
先
生
の
票
を
上
回
り
2
位
に
滑
り
込
ん
だ
。
★
三

木
氏
は
捨
て
身
の
覚
悟
で
、
ま
さ
に
背
水
の
陣
で
戦
い

に
挑
ん
だ
。
明
ら
か
に
相
手
陣
営
と
分
か
っ
て
い
る
国

会
議
員
に
自
ら
電
話
を
掛
け
、
自
分
へ
の
支
持
を
頼
ん

だ
。
佐
藤
総
裁
か
ら
の
禅
譲
を
期
待
し
、「
争
い
は
末
節

な
り
」
を
信
条
と
す
る
前
尾
先
生
に
は
三
木
氏
の
よ
う

な
真
似
は
出
来
な
か
っ
た
。
★
そ
の
時
の
前
尾
先
生
の

総
裁
選
挙
へ
の
意
気
込
み
が
不
満
だ
と
し
て
、
宏
池
会

の
若
手
議
員
が
反
乱
を
起
こ
し
て
、
前
尾
先
生
は
宏
池

会
の
会
長
の
椅
子
を
大
平
正
芳
氏
に
譲
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
回
の
総
裁
選
挙
で
は
、
石
破
氏
は
負
け
覚
悟
で

選
挙
に
挑
ん
だ
。
傍
目
か
ら
は
無
謀
な
戦
い
と
見
え
る
。

★
一
方
、
宏
池
会
会
長
の
岸
田
氏
は
、
当
初
出
馬
の
意

欲
を
示
し
て
い
た
が
、
安
倍
総
裁
か
ら
の
禅
譲
を
期
待

し
て
、
出
馬
を
断
念
し
た
。
岸
田
氏
は
決
断
ま
で
に
随

分
と
頭
を
悩
ま
し
た
と
思
う
が
、
3
年
後
、
棚
か
ら
ぼ

た
餅
の
結
果
と
な
る
の
か
。
自
民
党
の
総
裁
交
代
劇
で
、

話
し
合
い
で
後
継
者
が
決
ま
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
い
。

権
謀
術
数
が
渦
巻
く
政
界
で
は
、
常
に
戦
い
の
意
欲
が

な
け
れ
ば
、
権
力
者
に
は
な
れ
な
い
感
じ
が
す
る
。
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戦い終えて互いの健闘をたたえ合う安倍総裁と石破氏

石
破
氏
党
員
票
で
善
戦

安倍総裁堂々と3選を果たす
議員票を圧倒的に獲得

安倍総裁堂々と3選を果たす
議員票を圧倒的に獲得

恒 心

自
民
党
総
裁
の
任
期
は
3
年
で
あ
る
。
安
倍
総
裁
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
総
裁
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
安
倍
一
強
と
い
わ
れ
る
現
在
の
自
民

党
内
に
あ
っ
て
、
安
倍
首
相
に
対
抗
馬
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
は
勇

気
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。
選
挙
前
か
ら
、
色
々
な
人
の
名
前
が
挙
が
っ

て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
安
倍
晋
三
総
裁
と
石
破
茂
元
幹
事
長
の
2
人

の
対
決
と
な
っ
た
。
安
倍
首
相
を
推
す
派
閥
の
数
か
ら
見
て
も
、
安
倍

総
裁
の
優
勢
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
不
利
な
情
勢
で
あ
っ
て
も
敢
え
て

石
破
氏
は
立
候
補
を
決
意
し
た
。
も
し
、
安
倍
総
裁
以
外
に
誰
も
手
を

挙
げ
る
人
が
居
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
選
挙
期
間
中

テ
レ
ビ
、
新
聞
は
連
日
総
裁
選
挙
を
大
々
的
に
報
道
し
た
。
自
民
党
の

存
在
感
を
改
め
て
国
民
に
示
し
た
。
結
果
は
予
想
通
り
、
安
倍
総
裁
が

国
会
議
員
票
で
石
破
氏
を
圧
倒
、
3
選
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
石
破

氏
は
党
員
投
票
で
40
％
以
上
獲
得
し
て
善
戦
、
次
期
総
裁
へ
の
可
能
性

を
残
し
た
。

9月 号
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ANAホテルでの所見発表会

京都府連の開票場

京
都
府
連
で
の
党
員
投
票
の
結
果

両
候
補
予
想
外
の
接
戦

１
２
０
０
人
が
総
裁
選
挙

所
見
発
表
会
に
参
加

安
倍
、
石
破
両
候
補
熱
弁
を
振
る
う

9
月
15
日
、
自
民
党
総
裁
選
挙
管
理
委
員
会

の
主
催
で
「
自
民
党
総
裁
選
挙
」
候
補
者
所
見

発
表
演
説
会
が
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
。
従

来
、
所
見
発
表
は
街
頭
演
説
の
形
式
で
行
わ
れ

た
が
、
今
回
は
夏
の
猛
暑
の
反
省
と
雨
の
心
配

を
避
け
る
た
め
に
、
屋
内
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
回
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
二
条
城

前
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
テ
ル
。
3
連
休
の
初
日
、
し
か

も
12
時
と
い
う
時
間
帯
で
参
加
者
の
数
が
心
配

さ
れ
た
が
、
開
会
前
に
は
用
意
し
た
1200
席
ほ
ぼ

満
席
と
な
り
、
会
場
を
設
営
し
た
京
都
府
連
関

係
者
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
自
民
党
総
裁
選

挙
の
国
民
の
関
心
は
高
く
、
新
幹
線
京
都
駅
で

も
安
倍
首
相
に
握
手
を
求
め
た
り
、
記
念
写
真

を
望
む
人
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
石
破
氏
に
も

手
を
振
る
人
、
近
寄
っ
て
握
手
を
す
る
人
が

あ
っ
た
。
総
裁
選
挙
告
示
後
、
選
挙
選
模
様
が

連
日
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
、
そ
の

影
響
の
現
れ
と
思
わ
れ
る
。

党
員
投
票
は
19
日
ま
で
に
、
各
都
道
府
県
連
が
指
定

し
た
郵
便
局
に
到
着
し
た
も
の
を
有
効
と
み
な
す
。
20

日
に
党
本
部
で
国
会
議
員
の
投
票
が
実
施
さ
れ
た
が
、

そ
れ
と
併
行
し
て
府
連
の
開
票
作
業
が
行
わ
れ
た
。
自

民
党
京
都
府
連
所
属
の
票
数
は
、
１
４
，
１
３
５
票
。

府
連
選
挙
管
理
委
員
会
の
立
ち
合
い
の
下
で
、
票
数
の

集
計
が
行
わ
れ
た
。
開
票
の
結
果
、
安
倍
晋
三
候
補
と

石
破
茂
候
補
は
6

対
4
の
比
率
と
な

り
、
支
援
す
る
国

会
議
員
の
数
か
ら

考
え
る
と
、
石
破

氏
は
良
く
健
闘
し

た
と
い
え
る
。
詳

細
な
結
果
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は
成
長

し
、
雇
用
は
大
幅
に
改
善
し
、
税
収
も
24
兆
円

増
え
た
。
し
か
し
、
国
民
の
中
に
格
差
が
あ
る

の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
光
を
与
え
、
改
善

す
る
の
が
政
治
の
仕
事
で
あ
る
。
地
域
社
会
を

守
り
、
食
を
支
え
、
美
し
い
田
園
風
景
を
守
り
、

国
の
基

も
と
いで
あ
る
農
林
水
産
業
は
、
絶
対
に
守
る
。

観
光
立
国
の
政
策
に
よ
っ
て
、
外
国
観
光
客
は

2800
万
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
観
光
客
の
受
け

入
れ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
手
を
打
っ
て
い
き

た
い
。
日
本
が
国
際
社
会
で
存
在
感
を
取
り
戻

し
、平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、

習
近
平
主
席
と
も
会
い
、
金
正
恩
総
書
記
と
拉

致
問
題
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
。
憲
法
改
正
に

取
り
組
む
時
が
来
た
。
自
衛
隊
員
が
誇
り
を
持
っ

て
働
け
る
憲
法
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

今
日
本
は
急
速
に
人
口
減
少
社
会
に
入
っ
て

お
り
、
こ
の
現
実
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
医
療
・
年
金
・
介
護
を
支
え
る
に
は
、
経

済
を
強
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
企
業
は
史
上

空
前
の
利
益
を
上
げ
、
株
主
は
大
金
持
ち
に
な
っ

て
い
る
が
、
地
方
、
中
小
企
業
、
農
林
水
産
業

に
は
波
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
稼
ぐ
力

を
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

外
国
旅
行
者
の
落
と
す
金
は
、
95
％
が
京
都
市

内
で
あ
り
、
府
下
は
5
％
で
あ
る
。
丹
後
地
方

の
魅
力
を
ど
う
伸
ば
す
か
、
そ
こ
に
伸
び
し
ろ

が
あ
る
。
京
都
府
・
市
、
経
済
界
は
じ
め
オ
ー

ル
京
都
の
力
で
文
化
庁
の
移
転
が
実
現
し
た
。

地
方
創
生
の
た
め
に
、
民
間
に
本
社
の
地
方
移

転
を
お
願
い
す
る
の
な
ら
、
も
っ
と
多
く
の
政

府
機
関
を
移
転
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
倍
晋
三
候
補

憲
法
改
正
で

平
和
と
独
立
を

石
破
茂
候
補

地
方
創
生
に

全
力
を
尽
く
す

総 裁 選 挙 平成24年 平成30年

選 挙 人 数 10,105人 14,135人

投 票 総 数 6,651票 8,909票

投 票 率 65.82％ 63.03%

有 効 投 票 数 6,570票 8,880票

候
補
者

安倍晋三氏 2,425票 5,073票

石破　茂氏 3,180票 3,807票

両候補の所見の要旨
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

府
市
協
調
の一層
の
推
進
を

西
脇
知
事
、
門
川
市
長
の
ト
ッ
プ
会
談

二
ノ
湯
事
務
所
に
米
国
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
生

日
本
の
現
実
政
治
を
学
ぶ

政
令
都
市
京
都
市
と
京
都
府
の
府
市
協
調
は

京
都
府
全
体
の
発
展
の
た
め
、
さ
ら
に
二
重
行

政
の
解
消
の
た
め
に
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。
29
年
度
か
ら
、
京
都
市
消
防
学
校
と
京

都
府
消
防
学
校
を
共
同
化
し
て
、
市
消
防
学
校

で
、
市
消
防
局
職
員
と
府
下
自
治
体
消
防
職
員

の
初
任
化
教
育
を
し
て
お
り
、
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
知
事
、
市
長
は
府
市
協
調
の
大
事
さ

を
認
識
し
て
い
て
も
、
現
場
を
あ
ず
か
る
役
人

同
士
で
は
、
ま
だ
ま
だ
協
調
が
上
手
く
い
っ

て
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
特
に
、
都
市

計
画
決
定
の
権
限
が
、
道
府
県
か
ら
政
令
指
定

都
市
に
移
譲
さ
れ
、
政
令
指
定
都
市
と
隣
接
市

の
道
路
は
政
令
指
定
都
市
の
市
長
が
決
断
し
な

け
れ
ば
、
整
備
が
進
ま
な
い
。
国
道
1
、
9
号

線
の
バ
イ
パ
ス
は
長
年
の
念
願
で
あ
る
。
8
月

30
日
、
西
脇
知
事
誕
生
後
、
初
の
府
市
ト
ッ
プ

会
談
が
行
わ
れ
、
多
く
の
府
市
協
調
の
課
題
に

つ
い
て
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
当
然
、
国
道

1
、
9
号
線
の
整
備
促
進
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
翌
日
の
新
聞
各
紙
は
、
市
長
が
消
極
的
だ

と
報
道
し
て
い
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
知

事
・
市
長
と
も
前
向
き
に
考
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
知
事
・
市
長
の
バ
イ
パ
ス
に
関
す
る
発

言
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る
。

京
都
市
域
と
周
辺
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

〈
知
事
の
発
言
〉

平
成
28
年
の
研
究
会
を
さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
て
、
国
と
京
都
市
と
有
識
者

を
入
れ
た
京
都
府
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検

討
会
、
こ
れ
は
、
京
都
単
独
で
は
な
く
、
関
西

全
域
を
含
め
た
検
討
会
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
そ

こ
で
し
っ
か
り
と
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈
市
長
の
発
言
〉

京
都
市
と
大
津
方
面
や
亀
岡
方
面
を
結
ぶ

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
強
い
道
路
と
し

て
、
整
備
の
緊
急
性
が
高
い
、
こ
れ
は
、
知

事
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら

を
、
国
、
府
、
市
、
専
門
家
を
含
め
た
「
将
来

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
会
」
で
議
論
し
、
1

月
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
と
め
で

は
、「
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、
事
業

手
法
や
受
益
に
応
じ
た
費
用
負
担
の
在
り
方
に

課
題
が
あ
り
、
今
後
の
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
や
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化
の
視

点
か
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
京

都
府
の
方
で
範
囲
を
広
げ
、
議
論
を
し
て
い
こ

う
と
、
北
部
地
域
を
含
め
広
域
的
な
視
点
が
非

常
に
大
事
で
す
の
で
、
我
々
も
検
討
会
に
参
画

し
、
し
っ
か
り
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
本
の
政
治
を
勉
強
し
た
い
と
、
ア
メ
リ
カ

イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
大
学
1
年
生
の
ホ
ル
ブ

ル
ッ
ク
香か

里り

奈な（
18
才
）さ
ん
が
、
6
月
20
日
か

ら
7
月
20
日
ま
で
、
東
京
の
二
ノ
湯
智
事
務
所

で
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
働
い
て
い
た
。
香
里

奈
さ
ん
は
父
親
が
ア
メ
リ
カ
人
、
母
親
が
京
都

出
身
の
日
本
人
で
、
日
本
語
は
日
本
人
並
に
話

し
、
ロ
シ
ア
語
も
出
来
る
。
将
来
は
ア
メ
リ
カ

ち
た
い
、
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
。
国
と
国

が
関
係
す
る
政
治
に
関
わ
る
仕
事
な
ら
可
能
か

も
知
れ
な
い
と
思
い
、
二
ノ
湯
先
生
の
元
で
イ

ン
タ
ー
ン
と
し
て
働
い
た
の
が
こ
の
夏
で
あ

る
。
正
直
に
書
く
と
、
最
初
の
数
日
は
と
て
も

大
変
だ
っ
た
。
慣
れ
な
い
職
場
、
新
し
い
環

境
、
訪
問
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
な
ど
に
慣
れ
ず

に
苦
労
を
し
た
が
、
二
ノ
湯
先
生
、
秘
書
の
皆

さ
ん
が
私
を
暖
か
く
受
け
入
れ
て
下
さ
り
、
日

本
の
職
場
文
化
な
ど
細
か
い
事
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
お
陰
で
、
何
と
か
乗
り
越
え
る
事
が
出

国
務
省
に
入
り
、
外
交
官
と
し

て
働
き
た
い
希
望
を
持
っ
て
い

る
。
香
里
奈
さ
ん
は
朝
の
8
時

に
は
事
務
所
に
入
り
、
夜
は
6

〜
7
時
ま
で
詰
め
、
来
客
が
あ

れ
ば
、
率
先
し
て
お
茶
も
サ
ー

ビ
ス
し
、
大
変
真
面
目
な
働
き

ぶ
り
だ
っ
た
。
そ
の
香
里
奈
さ

ん
が
1
か
月
余
り
の
永
田
町
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
で
感
じ
た
こ
と

来
た
。
京
都
の
為
に
、
日
本
の

為
に
と
毎
日
励
ま
れ
る
先
生
の

姿
を
み
て
、
私
は
な
ぜ
自
分
が

政
治
の
世
界
で
働
き
た
い
の
か

を
再
実
感
し
、
国
の
為
に
働
く

素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
頂
い

た
。
お
陰
様
で
私
は
い
ろ
い
ろ

な
事
を
勉
強
し
、
自
分
に
自

信
を
持
つ
事
が
出
来
、
自
分

の
「
日
本
人
」
と
し
て
の
ア
イ

を
投
稿
し
て
く
れ
た
。

『
政
治
と
聞
け
ば
何
を
考
え
る
だ
ろ
う
か
。

私
は
政
治
に
興
味
を
持
ち
つ
つ
、
政
治
と
は
こ

う
い
う
も
の
だ
、
と
い
う
認
識
は
特
に
な
か
っ

た
。
国
会
議
員
が
国
会
で
働
い
て
、
公
園
に
チ

ラ
シ
を
貼
っ
て
、
テ
レ
ビ
に
出
て
会
見
を
開

く
、
な
ど
の
簡
単
な
知
識
し
か
な
か
っ
た
私
で

あ
る
が
、
国
会
と
い
う
所
は
何
故
か
昔
か
ら
魅

力
的
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
の
父
と
日
本
人

の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
私
は
幼
い
頃
か
ら
ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
架
け
橋
と
な
っ
て
社
会
に
役
立

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
新
た
に
強
く
す
る
事
が
で
き

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
を
終
え
て
改
め
て
振
り
返
る

と
、
私
は
政
治
を
少
し
誤
解
し
て
い
た
よ
う

だ
。
世
の
中
を
動
か
す
の
は
政
治
で
は
な
く
、

未
来
へ
の
希
望
と
期
待
を
も
つ
国
民
、
そ
し
て

そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
一
生
懸
命
に
働
く
の

が
政
治
家
、
そ
し
て
そ
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
関
係
が
不
安
定
に
見

え
る
中
、
二
ノ
湯
先
生
の
元
で
学
ん
だ
こ
と
を

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
架
け
橋
と
し
て
将
来
役
立

て
る
よ
う
に
活
か
し
た
い
。』
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山本大山崎町長に推薦状を交付

大
山
崎
町
山
本
町
長
再
選
出
馬
表
明

自
民
党
府
連
推
薦
決
定

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

一
、
2
才
の
男
の
子
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
地
元
の
警
察
、
消
防
団
等
が
2
日
間

に
亘
っ
て
探
し
回
っ
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
九
州

か
ら
駆
け
付
け
た
78
才
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

現
地
に
到
着
直
後
、
幼
児
を
発
見
し
た
。
猛
暑

の
中
の
、
さ
わ
や
か
な
救
出
劇
で
あ
っ
た
。

一
、
最
近
の
高
校
野
球
は
甲
子
園
に
出
場
す
る

こ
と
が
最
優
先
さ
れ
、
全
国
か
ら
優
秀
な
子

供
た
ち
を
引
き
抜
く
こ
と
が
常
習
化
さ
れ
て
い

る
。
都
道
府
県
の
代
表
で
あ
る
限
り
、
地
元
と

縁
の
あ
る
選
手
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
秋

田
代
表
の
金
足
農
高
の
活
躍
は
値
打
ち
が
あ
る
。

一
、
身
体
障
害
者
の
雇
用
問
題
で
ま
た
し
て
も

役
所
の
杜ず

さ
ん撰

さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
官
公
庁

の
最
近
の
不
正
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。

し
っ
か
り
し
ろ
、
た
る
ん
で
い
る
ぞ
と
世
論
は

厳
し
い
。
そ
れ
以
上
に
、
政
治
家
も
し
っ
か
り

と
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
日
本
体
操
協
会
が
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
を
巡
っ

て
も
め
て
い
る
。
ア
メ
フ
ト
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、

今
度
は
体
操
。
選
手
そ
っ
ち
の
け
で
大
人
た
ち

が
、
権
力
争
い
を
し
て
い
る
。
純
粋
な
は
ず
の

ス
ポ
ー
ツ
界
も
中
身
は
ド
ロ
ド
ロ
し
た
世
界
の

感
じ
を
受
け
る
。

一
、
ア
メ
リ
カ
上
院
の
マ
ケ
イ
ン
議
員
が
亡
く

な
っ
た
。
5
年
前
、
外
交
委
員
会
の
一
員
と
し

て
、
議
事
堂
の
彼
の
部
屋
を
訪
ね
懇
談
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
、
5
年
半
の
捕
虜
生
活
を

送
っ
た
反
共
主
義
者
で
は
あ
る
が
、
偏
狭
な
思

想
の
持
ち
主
で
は
な
か
っ
た
。

一
、
国
民
民
主
党
の
代
表
選
が
行
わ
れ
た
。
玉

木
、
津
村
両
氏
の
対
決
で
あ
っ
た
が
、
玉
木
氏

の
勝
利
に
終
わ
っ
た
。
選
挙
期
間
中
、
マ
ス
コ

ミ
の
取
り
上
げ
は
少
な
く
、
国
民
の
関
心
も
低

か
っ
た
。
野
党
と
は
言
え
、
自
民
党
総
裁
選
挙

の
盛
り
上
が
り
と
は
余
り
に
も
違
い
過
ぎ
る
。

一
、
頑
健
だ
っ
た
父
親
は
、
健
康
に
関
心
を
示

さ
ず
、
そ
の
過
信
で
63
才
で
脳
梗
塞
で
倒
れ

た
。
最
近
父
親
の
日
記
が
見
つ
か
っ
た
。
病
床

で
「
健
康
に
勝
る
宝
な
し
」
と
後
悔
し
、
子
供

達
が
こ
の
日
記
を
読
ん
で
、
健
康
第
一
の
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
綴
っ
て
あ
っ
た
。

来
る
10
月
16
日
告
示
、
21
日
投
開
票
の
日
程

で
、
大
山
崎
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
現
職
の

山
本
圭
一
町
長
は
、
前
回
の
町
長
選
挙
で
共
産

党
候
補
者
と
激
し
い
選
挙
を
戦
い
、
僅
少
差
で

勝
利
し
、
初
陣
を
飾
っ
た
。
4
年
間
、
新
規
事

業
を
次
々
と
実
行
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
、
町
政
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
た
が
、

希
望
と
誇
り
あ
る
大
山
崎
町
に
し
た
い
と
意

欲
を
燃
や
し
、
再
選
を
目
指
し
て
い
る
。
大
山

崎
町
は
日
本
一
共
産
党
の
勢
力
が
強
い
地
域

と
言
わ
れ
て
い
る
。
定
数
12
人
の
町
議
会
で
は

共
産
党
が
3
議
席
を
占
め
、
山
本
町
長
は
議
会

対
策
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
今
回
の
町
長
選

挙
の
対
抗
馬
は
保
守
系
の
元
議
長
で
、
共
産
党

の
推
薦
を
得
て
選
挙
に
臨
む
構
え
を
見
せ
て

い
る
。
非
常
に
厳
し
い
戦
い
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
山
本
陣
営
も
早
く
か
ら
、
背
水
の
陣
の
体

制
を
敷
い
て
い
る
。
自
民
党
京
都
府
連
と
し
て

も
、
絶
対
に
負
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
8

月
30
日
に
山
本
町
長
に
対
し
て
推
薦
状
を
交

付
し
た
。
な
お
、
町
長
選
挙
と
同
時
に
、
町
議

会
議
員
選
挙
も
行
わ
れ
、
立
候
補
予
定
者
の
2

名
に
公
認
証
、
2
名
に
推
薦
状
を
交
付
し
た
。








































ご
承
知
の
通
り
来
年
は
統
一
地
方
選
挙
と

参
議
院
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
る
年
で
す
。
5

年
前
の
参
議
院
選
挙
で
滋
賀
県
選
挙
区
よ
り

私
の
長
男
武
史
が
、
公
募
に
よ
っ
て
候
補
者

に
選
ば
れ
、
立
候
補
致
し
ま
し
た
。
そ
の
節

は
、
多
く
の
皆
様
に
暖
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
幸
い
に
初
当
選
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
早
い
も
の
で
、
来
年
は
改
選
の
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
8
月
に
は
自
民
党
本
部
よ

り
、
自
民
党
第
1
次
公
認
候
補
予
定
者
と
し

て
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
民
党
は
今
の
と
こ
ろ
、
高
い
支
持
率
を

維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
政
局
次
第
で
は
、

高
い
支
持
率
も
変
動
す
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
特
に
、
定
数
1
名
の
選
挙
区
で
は
、
与

党
、
野
党
の
一
騎
打
ち
の
戦
い
と
な
る
公
算

が
高
く
、
決
し
て
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
支

援
の
輪
を
拡
げ
、
今
か
ら
十
分
な
準
備
を

し
、
選
挙
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本

日
の
「
え
と
す
」
に
二
之
湯
武
史
の
「
後
援

会
の
し
お
り
」
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
今
回
も
滋
賀
県

在
住
の
ご
縁
の
あ
る
方
を
ご
紹
介
下
さ
い
ま

す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
9
月参

議
院
議
員　

二
之
湯
　
智

  

お
願
い
の
ご
挨
拶


